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ナーイ・カラ石窟開窟の歴史的背景について

稲　葉 穣

は　じ　あ　に

　アフガニスタン東部，ガズニ（Ghazni）から南西カンダハール（Qandahar）方面に向か

う道の途中にカラバーグ（Qarabagh）のまちがある。旧ソ連軍が侵攻しアフガニスタンが

長い戦乱時代を迎える少し前，1974年に，当時ガズ＝およびその近辺で調査を行っていた

イタリア考古学調査隊（ltalian　Archaeological　Mission）は，カラバーグから西へ向かい

ザルダールー（Zardalu）峠を越えたところ，ホマーイ。カラ（Homay　Qal‘a）と呼ばれる

周囲から隔絶した場所で一群の石窟寺院を発見した。1975～1976年に再び調査に赴いた同

調査隊のヴェラルディ（GiovanRi　Verardi）は，ホマーイ・カラ近辺およびそれに隣接する

ジャーグリー（jaghurl）地域において，ナーイ・カラ（Nay　Qal‘a），　Shah　Khwaja，　Tapa

Senaubar，　Jaghrkr，　Sangdara，翠e＄ar，　Bayak，　Lalakhll，　タパ・ザイトゥーン　（Tapa

Zaytun）等，幾つもの同様の石窟寺院群を発見した。水系から言うとナーイ・カラとホ

マーイ・カラのみはタルナク（Tamak）川支流の最上流域に位置し，それ以外は分水嶺たる

Dehbaday山系（最高点の標高は3，751　m）を挟んだアルガンダーブ（Arghandab）川の

最上流域に属するが，最も東にあるナーイ・カラと最も西にあるタパ・ザイトゥーンの間は

直線距離で30kmほどしか離れておらず，これらが一つのグループを形成していることは

明らかである［Verardi　1977；Taddei＆Verardi　1984：66］（図1参fie，）。

　後述するように，おおよそ7～9世紀という時代枠に属すと考えられ，特異な性格と立地

を持つこれらの石窟群に関しては，その後のアフガニスタンの戦乱のために継続的調査が途

絶してしまったせいもあって，十分な考察がなされていない。本稿はこれらの石窟群の代表

的なものの一一つであるナーイ・カラをとりあげ，その比定を手がかりに7～8世紀の東部ア

フガニスタンの歴史と「道」のあり方について考察を行おうとするものである。

王

　アフガニスタンの歴史家であるハビービー（‘Abd　al一翠ayy翠ablbD［TG：439　n．6］およ

びジャラーリー　（Ghulam　Jllanl　Jalali）［1973：334－335］によれば，ナーイ・カラは歴史

文献の申に「Qal‘a－i　Nay（ナーイの砦）」として現れるという。まずこの比定について考え



84 稲　葉 穣

⑦ナーイ・カラ

②　木マーイ・カラ

③シャーキ・ノーカ

④　ガワルギーン

⑤タバ・セナウバル

⑥サングダラ

⑦タパ・ピサール

⑧パーラー・・一■隔心ナ

⑨バヤク

⑯ガーレ・シャー　マー・レスターン

⑪m一へ・エル　　響

⑫ラーラーヒル

⑬　カルヤ・イ・バーパーカマール

⑭タパ・ザイトゥーン

⑮シnトルガール

⑯トーペ・アーハンガラーン

雲6

ダシュテ・

ナーウル

　　　x
　　　ショーーラ」
　　＠Z」Lcsiildo
ウリアートゥ　’

㌦
蟹
羅
汽饗

　　　　　　　　　　　　ハジャーグリー・【　　　⑤　　タマキ　ザルダールー

　　　　　グザール
　　　　　　　ルーマーン

●カラバーグ

ガズニ

　．

　　diノうXNX

lilNM“一J

アングリー

桝　●
　づさ
弓♂

N

　　　　lOkm

園1　カラバーグ～ジャーグリー地域の石窟分布図
　　　（Taddei＆Verardi　1984，　Drawing　8をもとに作図）

てみたい。

　西暦H世紀，ガズナ朝の書記窟僚であったバイハキー（AbU　al－Fad1－i　Bayhaqi）によっ

て書かれたペルシア語年代記である丁伽Z肋｛8αy肱¢は，425年シャツワール月（1034年

9月）ガズナ朝第五代鴛主マスウード（Mas‘ad　b．　Mabmttd）が，ジュルジャーン（∫urjan篇

Gurgan）遠征のため，ガズニーン（Ghaznin…　Ghazni）のまちからブスト（Bust）方面

へ向けて出発する時の状況を次のように記している。

　（1）　ホラーサーン，ホラズム，レイ（Rayy），ジバール（Jibal）およびその他の地域の

　　事柄が前述のごとくに定まり，移動の時がきた。アミール・マスウードはブストにむけ

　　て出立することに決めた。そこからヘラート（Herat）の方へと向かうのである。ホ

　　ラーサーンの中心であるヘラートにおいて，諸々の事柄を適切に処理しようとしたので

　　あった。アミール・マスウードはアミール・サイード（Sa‘id　b、　Mas‘Ud）に三衣を与え，

　　彼に王都ガズニーンを託し，宮殿に居を据えてmacalim法廷を主催させることにした。

　　sαrhαngのアブー・アリー・クトワール（Ab9‘Ali　Kutwal）は補佑として下役として

　　王子の郷にっかえることとなった。アミールの他の子供達は，廷人達，ハーディム達，

　　臣達とともにNayとDiriの砦に送られた。王の手綱と同道するアミール・マウドゥー
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　　ド（MawdUd　b．　Mas‘9d）にも賜衣が与えられたQ［TB：557－558〕

また430年間1039年），同じくマスウードがセルジューク・テユルクに対する戦いのためガ

ズニーンからホラーサーンに向けて出発する時のことを述べた，上書の別の箇所には次のよ

うにある。

　（2）　この年のムハッラム月の朔日（1038年10月3H）は水曜日であった。2B木曜

　　N，sαrdy　Pardαが運び出され，　Bagh－i　Firazlの裏手にあった二二のところに設営さ

　　れた。アミール［マスウード］は，アミールとしてガズニーンに残るアミール・サイー

　　ドに賜衣を与えるよう命じた。サイードのハージブ達，書記達，ナディーム達，ア

　　ブー・アリー・クトワール，diwanの長官Ab霞Sa‘ld－i　Sahl，　bar・idの長島耳asan－i

　　‘Ubaydal圭ahらにも高価な賜衣が与えられた。統治に必要な全ての物がその賜衣には含

　　まれていた。同様にハージブ達，書記達，ナディーム達にも同じようなものが与えられ

　　た。他の王子達はあらかじめ手筈してあったとおり，後宮とともにNay　Mas‘ndi，　Dldi

　　RUの諸砦へと送られた。アミール［マスウード］はムハッラム月4日にガズニーンを

　　発った。彼はBagh－i　Firazlに設営してあったsardy　Pardαに入り，軍および随行者達

　　が全員［まちから］出発するのを待った。それからあらためて出発し進軍した。［TB：

　　736　一　737］

　ここではNay　Mas‘Udiと書かれているが，校訂本によれば他の写本には「Nay　wa　Mas一

‘adU　ともあり，　またDidi　RaがDirlとされている写本も存在することから，　この砦を

（1）に言及されているものと同一と見なして良いだろう。これらの二つの記述から嶺時こ

のQal‘a－i　Nayが，君主の留守中に事故あることを懸念して若い王子達や財物を避難させて

おく場所として用いられていたことがわかる。

　同じく11世紀にガズナ朝治下で書かれた史書である丁一口→Gardizi（Zaynα1－

Akhbdir）は，　Dandanaqanにおける対置ルジューク戦の決定的敗北の後，マスウードが態

勢建て直しのためインドへ向けて出発する際の状況を次のように記している。

　（3）　アミール［マウドゥード］はHupyanに着くと，そこに滞留した。マスウードは

　　次いでアミール・マジュドゥード　（Ma｝dOd　b．　Mas‘Od）を2万騎とともにムルタン

　　（MultaR）に送り，アフガン族や叛徒達がいたガズニーン逓辺の山地方面にはアミー

　　ル・イーザドヤール（lzadyar　b。　Mas‘Rd）を送った。そして彼（イーザドヤール）に

　　言った。「災厄の生ぜぬよう，彼の地をしっかりと心待せよ」と。それからマスウード

　　は，アミール・マフムードが，Didi　RO，　Mandish，　Nay　LamaR，　Maranj，　Samad　KUt

　　といった諸砦に貯蔵していた財貨の全てをガズニーンに運ぶよう命じた。［TG：438］

　丁厩肋→Gardiziの校訂者ハビービーが，写本にある「∂しソ6』Pay　Lama副をここで

Nay　Lamanと改め，それを（1）および（2）に現れたNayと同じだと見なしているの

は，一緒に言及されている他の砦の名の中にDidl　R9があることから見てもおそらく正し

い［TG：438，　n．2；Apeffnc＆EHHΦaHoBa　1991：119，157］。そしてTδγ漉んイ6：αrdiziのこ
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の記述はマフムードの時代からこの砦が財貨の隠し場所として用いられていたことを教えて

くれる。

　さて，Nay　LamanがQa1‘a－i　Nayの男lj名だとすれば，我々は13世紀に書かれたスィー

スターン（Sistan）の地方史であるTδγ1肋→　Sistanの中に翼味深い記述を見いだすことが

出来る。

　（4）　ヤアクーブ（Ya‘qBb　b。　al－Layth）はスィースターンに戻り，つかのま滞在した後，

　　258年のラビー・アルアッワル月の終わりまで4日残った土曜臼（872年2月9H），

　　カーブル（Kabu1）に向けて出発した。　rtbyl　i）の患子を討っためであった。彼がザーブ

　　リスターン（Zabulistan）に着くと，　rtbylの息子はNay　Lam8nの砦に逃げ込み立て

　　籠もった。ヤアクーブは砦を包囲し，攻城戦を遂行してっいに彼を砦から引っぱり出し，

　　捕らえた。

　　　それからヤアクーブはバーミヤーン（Bamlyan）を経由してバルブ（Balkh）に向

　　かった。バルブの支配者Da’ud　b．‘Abbasはヤアクーブが襲来するという知らせを聞き

　　逃亡した。まちの人々はkuhandizに立て籠もった。ヤアクーブはバルブに入り，まち

　　を接収した。彼の軍は多くの入々を殺し，まちを掠奪した。［TS：216－217；Gold1976：172］

　このように9世紀後半の蒔点でもやはり，Nay　Lamanはrtbytの息子の避難場所であり，

また同王国の最後の抵抗拠点であったのである。

　ところでQal‘a－i　Nayは，11世紀の詩人マスウード・サァド・サルマーン（Mas‘od　Sa‘d－

lSalman）が幽閉された場所としてもよく知られている。マスウード・サアドはラホール

（LahOr）に生まれ，しばらくの間ガズナ朝の宮廷で，おそらくはサイフ・アッダウラ・マ

フムード（Sayf　al－Dawla　MahmUd　b．　Ibrahlm）に仕えていた。しかしながら40歳になっ

たころ，謀反の嫌疑を掛けられて投獄された。彼はSu，　DahakおよびNayにおいて十数年

の獄中生活を送ったQこれらの砦の名前は彼の詩の中にたびたび現れている［DMS：22，479，

685・一・687］。また12世紀の君主鑑文学であるChahar　Mαqdilaはマスウード・サアドについ

て次のように記している。

　（5）472年（1079年）ある者がスルタン・イブラーヒーム（lbrahim　b。　Mas‘ad）に，

1）丁盈脈拍Sis　tdinのテキストでls　znbylと書かれており，　M．　Goldはテキストの校訂者Bahar

　に従ってZanbilと読んでいる。9世紀まで存続するザーブリスターンの王国の支配者の称号と

　考えられているこの語は，Tabari等の他資料ではrtbylと書かれている。正しくは如何なる三葉

　であり，それをどう読むべきかという点についてはこれまで多くの議論がなされている（cf．

　Marquart　19el：248　ff．；Scarcia，　1965；Harmatta　1969：405－6；Boinbaci　1970：59；Rehman

　1979：180；Bosworth　l994：91－95；Harmatta玉996：365）。大男llすればMarquart，　Scarcia，

　Bosworthはg励yZ説を，　Bombaci，　RehmanはγめyJ説をとり，　Harmattaはそれらと異なり，

　ZiBil＜zabulという読みを提嘱する。筆者は，これがrtbylと読まれるべきであり，そもそも

　テユルク語のタイトルiltebdrに由来するものであるというボンパーチの説を支持する［稲葉

　1991］。なお，Sims－Williams　2002：235も参照、のこと。
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　　彼の恩子サイフ・アッダウラ・アミール・マフムードが，イラクのマリクシャー

　　（Maiikshah＝セルジューク朝第三代スルタン）のもとへ出奔しようとしていると誕言

　　した。この者はスルタンの［マリクシャーへの3嫉妬心をかき立てることに成功し，ス

　　ルタンはサイフ・アッダウラを捕らえるよう命じた。サイフ・アッダウラはある砦に幽

　　閉された。彼のナディーム達も岡様にいくつかの砦に送られて幽閉された。それらの者

　　たちの中にはマスウード・サアド・サルマーンがいた。彼はW．llristanのQal‘a－i

　　Nayに送られた。［ChM：45］

　これによれば，彼を投獄したのはかズナ朝のスルタン，イブラーヒーム（在位1059－

1099）であったが，13世紀の史書である7励α願’％1～喚爾によれば，このイブラーヒーム

肖身も，兄弟であるファッルフザード（Farrukhzad　b．　Mas‘Ud）の治世（1053－1059）の聞

Qal‘a－i　Nayに幽閉されていたという［TN：i一　238］　2）。これらの事実は，この砦が牢獄，幽

閉所として用いられていたことを示している3）。

　以上の歴史書，鑑文学の記述から明らかになるのは，Qal‘a－i　Nayが君主不在時の若い王

子達の避難所，財宝の隠し場所，敵の攻撃に対する抵抗拠点，そして罪人の牢獄，幽閉場所

として用いられていたことである。このような用途は，この砦が王都であるガズニーンから

それほど近くもなく，かといってあまり遠くもなく，しかもある程慶兆陽で接近が困難な場

所であることを要請するが，現在のナーイ。カラはカラバーグから西へ進み，ザルダールー

睦を越えたところで幹線から逸れ，さらに東へ圭2kmほど行ってやっとたどり着ける場所

にある。ナーイ・カラの山塊はDahan－e　Jara村に覆い被さるようにして，　Sakohからザル

ダールー峠まで谷金体を見下ろしながら，長く狭い谷のなかほどに孤立して聲え立っている

という［Verardi　1977：4］から，上述の条件に適合する。それゆえハビービーやジャラー

リーの比定通りこの両者をほぼ同一の地と考えて良いだろう。

f
l

さて，以上の考察に基づいてもう一度前掲の諸史料を見直した時，Chahdir　Maqσlaの記

2）　イブラーヒームがQal‘a－i　Nayに幽閉されていたことは，　Fakhr－i　Mudabbirの万磁δal－

　Harbωa　Sん吻伽に晃える逸話からも知れる。それによれば，　Fakhr－i　Mudabbirの曾横父であ

　り，　またイブラーヒームの乳兄弟であったSharlf　Aba　a1－Farajは，　イブラーヒームとともに

　「Nayの砦（hi＄ar－i　Nay）」に幽閉されていたのだという〔A翠：105］。

3）　同様に，この場所が第獄として用いられていたことを示す逸話がMubammad‘Awfiの
　Jawami‘al－flikdydit　wa　LαtVδmi‘　al－1～伽δy配に奪える。そこではスルタン。マフムードの蒔代，

　圧制をなしたs漉伽αが罷免され，後任のs規伽αとの間にもめ事を起こしてQal‘a－i　Nayに投獄

　されたことが語られている［J耳：ii－384］。
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事の最後の一一節「W．jiristanのQal‘a－i　Nayjは重要な意味を持つ。　W．　jlrlstanあるいは

W、j璽rは7励αgσ庖Nd6iriの中に何度か現れる地名である。ハビービーはこれを現在のウ

ルズガーン（Urzgan）州のアジュレスターン（Ajrestan）のまちに比定する。そこはダ

シュテ。ナーウル（Dasht－e　Nawur）の西，ジャーグリーの北にあたる（Cf．［TN：i一　351，　R。

5　；　Adamec　1980　：　28］）”）．

　知δαgδ厄Ndisiriによれば，　ゴール朝の最も有名な君主であるギヤース・アッディーン

（Ghiyath　al－Dln　Mubammad）とムイッズ。アッディーン（Mu‘izz　a王一Din　Muhammad）

の兄弟は，ガズニーンの征服者として知られるアラー・アッディーン・ジャハーンスー

ズ（‘A12　al－Dln　JahaRsgz）によってW．　liris雛n　5）の砦に幽閉されていた［TN：i－346］。

アラー・アッディーンが最初に与えられた領地もw．jirであった可能性がある［TN：1－

336〕。また彼らに先立っシャンサバーニー家の当主クトゥブ・アッディーン（Qutb　a1－Din

球asan　b．‘Abbas）の時代，　W．　jiristanのタガーブ（Tagab）の住民が叛乱を起こしたとい

う記録も同書にはある［TN：i一　333］。

　タガーブは現在ヘルマンド（Helmand）川の最上流の峡谷中に見える同名の村と岡

じものであろう。旧ソ連軍参謀本部が作成したアフガニスタンの20万分の1地図である

Kap〃tOt　AdizaHacmαJtaによればこの村の位置は大体北緯33度54分，菓経66度58分，行政

区分でいえばバーミヤーン州の最南端のあたり，それがワルダク（Wardak）州，ガズニ州，

ウルズガーン州と接する深い山中にある。この7励αの瓦Ndsirtの清報とChahar　Maqala

のそれとをあわせると，W．　jiris綴nについては最小でも現在のタガーブからナーイ・カラ

にまたがる’地域であったといえる。そうであれば，この地域はカーブル，ガズニの西側にあ

る山岳地帯からさらにはワルダク，ウルズガン地方へと広がる領域を覆ったことになる。

　ゴール朝時代以降，筆者は諸史料中にW．jlristanへの書及を見いだし得ていないが，この

地名は玄奨の『大唐西域詑』に見える「弗回持薩憾那」（『大唐大慈恩専三蔵法師伝』では「佛

栗氏薩憾那」）を想起させるQ「弗栗特薩償那」という地名の起源や意味については，古くS．

Julien　［1853：　378］，　H．　H．　Wilson　［i841：　176］，　A．　Cunningham　［1979：　29］，　T．　Watters

4）1献じくハビービーは，この地名をWujwlrと復元し，それがHujwirから派生したものではない

　かと述べる［Hablbi　1985：37，　n。5］。　Hujwirはガズニーンの近郊にあった地名と考えられており，

　圭1嶽紀の有名なスーフィー伝であるκαε1ガ厩勲勿励の著者‘A玉1b．‘Uthman　a1－9ujwirlの故

　郷である。またC．E．　Bosworthは，このW．　jlristanと現在のWaziristan（パキスタン）の間に

　なんらかの関係があるかもしれない，と注記している［Bosworth　1965：20＆n．3］。

5）W．C．　Leesによる同書の5jljの校請本の当該箇所（Calcutta，王864，　p．59）はωltyrstanの形を採っ

　ている。
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［1904　一　e5：ii一　266－268］，　S．　Beal［1983：ii一　285〕らの諸説があって定まらないが，その位

置については比較的明瞭である。すなわちそれはザーブリスターンたる漕矩呪とカービシー

の間に位置するのである。『大唐大慈恩毒三蔵法師伝』巻5に次のように言う。

　（6）　ここ（藍波国）からまつすぐ南へ15日行き，伐羅翠国に至って聖跡を礼拝した。

　　また，西北に向かい阿薄健国へ行き，それから西北へすすんで漕矩死国へ行った。また

　　北に500里余りすすんで佛栗三門憾那国に至った。ここから東にすすんで迦畢試国の国

　　境に出た。［慈恩伝：l15；Beal　1986：193］

一方，『大唐西域記』巻12には次のようにある。

　（7）弗栗侍薩憾那国は東西工三余里，南北千余里ある。国の大都城は護芯那と称し，周

　　顯二十余盟ある。産物・風俗は漕矩粍国と同じであるが，言語には差異がある。気候は

　　寒さ酷しく，入の姓質は烈しい。王は突籔種である。深く三宝を信じ，学芸を尊重し，

　　徳者の書をよく聞いた。

　　　この国より東北して山を越え川を渡り，迦畢試国の辺境の小村を経ること凡そ数十ヶ

　　所で，大雪山の婆羅羅那大嶺に至る。山の嶺は極めて高く，危険な登り道は傾斜が激し

　　い。谷道は曲がりくねり，巖嶺は廻りめぐり，或いは深い谷に入り或いは高い崖へと

　　上っている。盛夏も凍結し，氷を割ってすすんで行く。このようにして行くこと三田を

　　過ぎて，始めて頂上に至るのである。寒風は凄じく，積雪は谷に満ち，旅人はここを通

　　るのに足を止める所とてもない。隼は高く飛び上がっても飛び越えることができず，足

　　で歩いてから飛び降りていく。下の方の山々を見渡すと小さな塚を見るようである。贈

　　部州ではこの嶺は特に高く，その山嶺には樹木はなくただ石の峰ばかりが多くて，叢り

　　立つさまはこんもりした林のようである。

　　　さらに三日進んで始めて嶺を下ることができて，安曝羅三国に至るのである。二三

　　記：959－960；水谷1971：372；Beal　1983：ii－285］

　以上の記述をもとに桑山正進は，この地域が南西はワルダクから東はラタバンド　（Lata－

band）峠までを含むのではないかと示唆した［Kuwayama　1999：57］。当然カーブルはそ

の中に含まれる。そうであれば，それは上述のW．瀬staaとも重なりあう地域である。筆

者はこの両者，すなわち弗栗侍薩億那とW．jiris£anはそもそも同じものではないかと考え

る。もしかしたら弗栗特薩憾那（Fulishisatangna＜＊Wulijistan）がメタセーシスによって

W．jlristan／Wujirisean（あるいはハビービーによればWujgristan）へと変化したのかも

しれないし，前者は後者の単なる写し間違いなのかもしれない。いずれにせよほとんど岡じ

地域を指し，極めて似通った名称を持つ7世紀とi2～13世紀のこの二つの地名を同一視す

ることを妨げるものは現在のところない。

　しかしながらその場合，弗栗侍三三那とカーブルの関係については再考を要するかもし

れない。前掲のイスラーム史料にあらわれるWujlristanはカーブルを含まないからであ

る。一方我々は7世紀の後半，いわゆるカービシー地域の政治的中心がカービシーからカー
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ブルへと移動していったことを知っているが，中国側の史料はその後もこの地を同じ名，

すなわち麗賓という名で呼び続けている。この事実はカーブルが当時カービシー地域に

含まれていたことを示峻しているようにも見える。ただし，漢文史料中に言及される地名

のどれがカーブルにあたるのかが判然としないため，詳細については不明とせざるを得な

い6）。

　さてヴェラルディによれば，カラバーグとジャーグリーの石窟群は，それぞれの石窟が不

規則なレヴェルに穿たれ，しかもお互いがトンネルないし山肌に刻まれた階段で結びついて

いるという，独特の構造をもっている。このような石窟の形態は近隣地域には類例がなく，

ひとりバーミヤーンの石窟群のみがそれと共通する特徴を有している［Verard呈1977：17－

20］。このことはこれらの石窟群の年代に大枠を与えるとともに，バーミヤーン地域とこの

地域の問になんらかの連関があったことを示していると考えられる。上述のように玄契の時

代，弗栗待薩償那からの道はカービシーの境界を経て婆羅犀那大嶺へと至るが，後者の峠は

現在のハワク（K：hawak）峠に比定されている［Bea11983：li－286，　n．10］。つまり，この道

の後半部分は現在のチャーリカール（Charikar）からパンジュシール（Panjshir）川に沿っ

て東北東へ進み，ヒンドゥークシュ山脈を越える道にあたるのである。一方チャーリカール

から反対側，西の方にはゴールバンド（Ghorband）の渓谷がバーミヤーン方面に向けて延

びている。直接的証拠に欠けるものの，玄婁の報告は弗栗侍薩償那を通り，カーブルを迂團

してバーミヤーンに至る道の存在を示唆しているとも考えられる。ヤアクーブ・プン・アル

ライスがNay　La月蝕を興したあと，バーミヤーンを経てバルブに向かったという7㍑擁肋一

i　Sistdinの記述はこの観点からすると興味深い7）。

　Qal‘a－i　Nayに関して，それが王子達の隠れ場所，財宝の隠し場所，難攻の拠点，あるい

は罪入の牢獄として用いられたことから，現在のナーイ・カラに比定できるという点は先に

述べたが，Qal‘a－i　Nayの持つそれらの性格は同蒔に，この地が周辺からかなり孤立した場

所であったことをも意味する。丁麗日→Sistdnの記述に従えば遅くとも9世紀の後半まで

6）両『唐鳩』，『大唐西域記』を含め，蝉声時代の中国史料にはそもそもカーブルにあたりそうな

　地名は現れない。詳しくは桑山1990：268参照。なお，玄婆当時すでにカーブルが弗栗袴熱愛那

　のテユルクの影響下，あるいは支配下にあった司能性ももちろんあるが，同じときに同地がテユ

　ルク勢力の中心地たりえたかどうかは別に考察を要する悶題である。

7）現在，カーブルからカーブル川沿いに西へ向かい，ウナイ睦を越えてから北へ折れ，ハジガク

　練を越えてバーミヤーンに至る道があるが，この道が中世以前に存在した証拠はない。また，玄

　婁の旅程として考えた場合，この道からハワク峠に向かうのは大きな遠回りであり，玄癸の記述

　がこの道を意識したものとは思われない。
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遡ってそのような環境を想定することができる。すなわち9世紀後半以降カラバーグから

アルガンダーブの最上流域へと向かう道は，少なくとも交易あるいは旅行のルートとして主

要なものではなかったであろうと。しかしながらそれ以前はどうであったのか。

　この点に関してかつてフシェ（A｝fred　Foucher）は，　玄饗の時代カンダハールとカービ

シーを結ぶ幹道は現在のそれではなく，アルガンダーブ流域からワルダクの山岳地帯を通っ
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ていたのではないか，との仮説を提示した（國2参照）。彼はまた，玄奨の漕矩呪を＊Jagu

daと復元し，それを現在のジャーグり一にあてたのである［Foucher　1947：23e　一　34］8）。ボ

ンパーチ（Alessio　Bombac圭）はフシェの用いた史料，特に二段のそれに焦点をあて，この

仮説に疑間を呈しているし［Bombaci　1957：254］，フユスマン（Gerald　Fussman）も，一

年の内六ヶ月横雪で閉ざされるダシュテ・ナーウルを越える道が王道だったとはとても考え

られないと述べている［FussmaR　1974：68］。また吉顯一豊は漕漏出の原音について詳細に検

討し，それがフシェの言うようにJagh轍riを写したものではなく，＊（d）zau玉のような音を

写したものであろうとする［慧超伝：135－39］。このようにフシェ以後の研究成果には彼の

仮説に否定的なものが多い。

　結局，玄契の記述に関して言えば，それはカンダハールからカービシーという長い区間

に関してではなく，せいぜい漕矩粍の都たるガズニからカービシー方面へと至る，しかも

おそらくは謝次的なルートについてのものだと解する方がいいのかもしれない。フユスマ

ンによれば，ダシュテ・ナーウルから北へ向かう道はワルダク川にいきあたったところで

行き止まりになる。しかし一方隅じくフユスマンによれば，ワルダク川流域には，カーブル

からBehs豊dにかけていくつかの遺跡が点、在している　£Fussman　1974：68　一　69］。1837年

G．T．　Vigneがガズニからカーブルに向かう時にとった道は，ガズニからまっすぐ北上して

Band－i　Sult2Rを越え，∫aghatu　K澱ahを通過し，　Seiabからマイダーン（Maydan）を

通ってカーブルに至るという，「通常のキャラバン・ルートではない道」であった［Vigne

1986：135－41］。ちなみに後述のジャガトゥー（Jaghata）碑文が発見されたのは，まさに

VigReの言うJagha加Killahの近くである。

　それではどうしてアルガンダーブ最上流域という険阻な地にこれほどの数の石窟が開戸さ

れたのか。現在利用可能な材料をもってこの間に明確な答えを出すのは容易なことではな

い9）。しかしながらその点に母艦するかもしれない状況証拠を一つ挙げることはできそうで

あるQ

　上述のごとく唐虞の弗予輩薩憾那がWujiristan　lcあたるとして，『大唐西域記』の記述か

らはその地が7世紀前半，突腰諜テ＝ルクの首領の支配するところであったことがわかる。

この突籔は7世紀後半にはカーブルに居を構え，北進するアラブ勢力と戦った，いわゆる

テユルクシャー朝を形成する。ペテク（LuciaRo　Petech）［1964：294］とラフマン（Abdur

8）　フシェはまた，一振計売振出およびその王は，イスラーム資料に計うGharchistanおよびその

　支配者であるshdirとなんらかの関係があるのではないか，と示唆している。

9）　この問題1こ関しては発見者たるヴェラルディ自身が現在準備しつつある報告書（Rock－cut

　Buddhist　Cαves（）f。faghu「i　and　Qarabagh－e　Ghαgni，　Afghanistan（仮題））1こおいて検討してい

　る。筆者は氏のご厚意によって同報二三の草稿を園にする機会を得たが，氏はムスリムi勢力と

　テユルクの王国の間の紛争，および東部アフガニスタンにおける仏教の衰退とヒンドゥーイズム

　の隆盛とに石窟開窟の年金を求めている。詳細については上記報告書を参照されたい。
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Rehman）［1979：40－45］はこのテユルクをハラジュ（Kha｝aj）部族であると考える。ハラ

ジュのテユルクは，イスタフリー（al－1＄㌻akhri）の地理書［1＄t：245］等から，10世紀頃ヘル

マンド川中流のブスト，ザミーン・ダーワル（Zamln　Dawar）近辺にいたことが知られて

いるが，近年アフガニスタン北部から発見されたバクトりア語文書群のなかでも言及されて

いる。同文高島のうち，7世紀後半と8世紀前半の日付を持つ二点の中に「kha茎asjという語

が見えるのである［Sims－Williams　2000：82，98］◎シムズxウィリァムス（Nicholas　Sims－

Williams）によれば，それらこそハラジュに関する最も軍い言及である。シムズmウイリ

アムズは，これらバクトリア語文書群のかなりの部分がRob（現Doab－i　Ray。ヒンドゥー

クシュ山脈北麓，フルム　（Khulm）川の上流の地）の王の文書庫に曲来するものではない

かと考えている［Sims－Williams　1997：20］。実際文書にはサミンガーン　（SamingaR），

Rob，　Kah，　Madr（後のKahmard）などフルム川沿いの地名が頻出している。これらの事実

は，ハラジュのテユルクが7世紀から8世紀にかけてヒンドゥークシュ山脈の北側にいたこ

とを証する。もしペテクやラフマンに従うなら10），それらをヒンドゥークシュ山脈の南にい

た同族のテユルク，すなわち弗栗侍薩償那の突腰と結びつけることが可能であろう。

　ハラジュのもともとの故地は中央アジアのどこかだと考えられている。そこから彼ら（な

いしは彼らのうちのある者たち）は西へ，および南へと移動し，イスタフリーが記録するごと

く10世紀にはアフガニスタン爾部のブスト，ザミーン・ダーワル近辺にいた［Minorsky

194e：430－31；1982：347　一　348］。さて，もしヒンドゥークシュ北側のテユルクが山を越え

て南へ進み，おそらくはまず弗栗椿薩憾那に到達したとするなら，彼らの通った道こそが，

弗栗三門償那と，ヒンドゥークシュ越えの要地であるバーミヤーンを結びつける筈であるll）。

　弗栗待薩償那のテユルクの一部は前述の如く7世紀後半にカーブルとザーブリスターンに

政権をたて，それらは9世紀にサッファーール朝と，ガンダーラで興つたヒンドゥーシャー朝

に倒されるまで存続した。カラバーグとジャーグリー地域の石窟群の開窟の背景の一つをこ

こに求めることはできまいか。上述のごとく玄樂によれば弗栗特薩償那のテユルクあるいは

その首領は深く三宝（仏，法，僧）を信じていたという。8世紀に同地を訪れた新羅の僧慧

超は，燭賓（実際はカーブル）の民やザーブリスターンの四達は仏教を信仰していると伝え

る［慧超伝：40］。この点に関しては，ガズニの北，ジャガトゥーの地で発見された二点の

バクトリア語碑文の内容も興味深い。そのうちの一一点は仏教の三宝讃であり，もう一点はフ

ンバッハ（Helmut　Humbach）によってテユルクシャー時代に属するものと解されているの

10）　ペテクやラフマンのこの同定は，残念ながら十分な証拠や検討を伴ったものではないが，二二

　も基本的にヒンドゥークシュ南側のテユルクをハラジュにあてることには岡意する。詳細につい

　ては別稿で論ずる予定である。

11）　ヒンドゥークシュ越えにおけるバーミヤーンの璽要性，あるいはバーミヤーン経由ルートその

　ものの興隆の経過については桑山1985；iggGを晃よ。
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である£Humbach　1967；cf．　Scerrato　1967］。これもまた岡王朝と仏教との関連を示すもの

とttt’＝えよう12）◎

　一方，別のバクトリア語碑文がウルズガーンにおいて発見されている。発見者のビー

ヴァー（A．D．　H．　Bivar）は，9世紀以前のザーブリスターンの支配者をエフタル系とみなす

ギルシ＝マン（R．　Ghirshman）らの晃解に従い，これをザーブリスターンのエフタルの支配

者に結びつけて解釈したが［Bivar　1954］，フンバッハはこれをも同じくテユルクに関連づけ

て読み解いている［Hurabach　1966：IG3　一　e4］。仏教的内容はないものの，ウルズガーンの

碑文はジャガトゥー碑文とともに，カーブル，ガズニの西測の山岳地帯と両地方のテユルク

系の支配者の醐連を示唆するものと位置づけることができる。書うまでもないことだがウル

ズガーン地域からは，ヘルマンド屑に沿って，10世紀のアラブ地理書が報告するハラジュ

の居倥地であるところのブスト，ザミーン・ダーワルへと至ることが可能なのである。

お　わ　り　に

　以上，ナーイ・カラとQal‘a～i　Nayの比定を手がかりに，芳平の記録する弗栗待薩憾那お

よび岡地の突籔の動向と関連づけっっ，アルガンダーブ最上流域に位置する石窟群開脚の背

禦を考察した。ここまでの議論が脊効なものであるなら，玄樂の弗栗持薩三管，すなわちイ

スラーム資料のWujiristanは7世紀あるいはそれ以前の時期において，ハラジュ・テユル

クの揺藍の地となったと考えられる。彼らの一部はそこからカーブル，ザーブリスターンに

進出して王国を築き，またおそらくは別の一団がアルガンダーブあるいはヘルマンド絹沿い

に南下し，ブスト，ザミーン・ダーワル方面に広がっていったのではないか。ナーイ・カラ

をはじめとする石窟寺院の存在の背後にこのような状況があったと，ここではひとまず推灘

しておきたい。なお，これらのテユルクがいつ，どのようにこの地域に移り往んできたのか，

彼らがどのように当該地域の歴史と関わったのか，という点に関しては稿を改めて論ずる予

定である。

参考文献

Aif　：　Fakhr－i　Mudabbir．　Addib　al－ptarb　wa　al－Shwfa一‘a，　ed．　Aljrnad　Sukhayll　1〈hdneari，　Tehran，

　　　1967．

ChM二Nigaml　Arttdl　Samarqand1，　ChahdiプMaqalα，　ed．　M．　Qazwinl，　Leiden，1910．

12）　しかしながら，テユルク支配時代のこの地域の寒教事情はもっと複雑であったと考えられる。

　そこでは仏教の他にもバラモン教／ヒンドゥー教的儒仰やゾUアスター教あるいはそれらの融

　合した形態の信仰が行われていた〔桑山1972；1992；Humbach　1996：250］。



ナーイ。カラ石窟開窟の歴史的背娯について 95

DMS　：　Diwani　Mas　‘ad　Sa‘d，　ed．　Mahdi　Nariyan，　lsfahan，　1986．

1＄t．　：　al－lstakhri，　Kitab　al－Masa－lik　wa　al－Mamdlik，　ed．　M．　J．　de　Goeje，　Leiden，　1967．

JiJ　：　Muhafnmad　‘Awfl，　Jawdmi‘　al－Uihaydt　wa　Lawdmi‘　al－Riwdydit，　ed．　Amir　Bana　Mu＄affa　＆

　　　　　　Ma4ahir　Mu＄affa，　2　Vols．，　Tehran，’i975．

TB　：　AbU　al－Fadl　Bayhaql，　Tdrileh－2’　Bayhaqi，　ed．　［A．　A．　Fayyad，　Mashhad，　1977．

TG　：　‘Abd　al－Hayy　Gardizi，　Tdirt－leh－z’　Gardld，　ed．　‘Abd　al－Llayy　｝Jabibi，　Tehran，　1988．

TN　：　Minhaj　Slraj－i　JGzja－nl，　Tabaqdt＝z’　AXasin一，　ed．　‘Abd　al－ifayy　ljabibi，　2　Vols．，　Kabui，　1964．

TS　：　anonyrn．，　Tarilkh－i　Sistdn，　ed．　Malik　al－Shu‘ara　Bahar，　Tehran，　1938．

音域記：季羨一等校注『大唐西域記校注』（上，下），中華書記，2000．

慈恩伝：塗扇雍点校『大唐大慈恩寺三蔵法師伝』，中華書局，2000．

慧超伝：桑山正進編『慧面出五天埜国伝研究』，京都大学人文科学研究所，1992．

Adamec，　L．　W．　（1980）　Histon’cal　and　Political　Ga2；etteer　of　Afghanistan．　Vol．　5．　Graz．

ApeHAc，　A．　1〈．　＆　JI．　M．　EnMlpaHoBa　（llep）　（1991）　3aaH　a2－Ax6ap．　TamKeHT．

Bea1，　S．（1983）Buddhist　1～ecords（ゾWestern　Countries．（rep　e（i）．　New　Delhi．

Beal，　S．　（1986）　The　Life　of　Uiuen－Tsiang．　（rep　ed）．　Delhi．

Bivar，　A．　D．　K．　（1954）　The　lnscriptions　of　Urzgan．　IRAS　1954　（3＆4），　112－118．

Bornbaci，　A．　（1957）　Ghazni．　EW　8　（3），246－259．

Bombaci，　A．　（1970）　On　the　Ancient　Turkic　Title　Eltabar．　Proceedings　of　the　IXth　Meeting　of

　　　　　　the　Permanent　／nternational　A　ltaistic　Conference．　Naples，　1　一66．

Bosworth，　C．　E．　（1965）　Notes　on　the　Pre－Ghaznavid　History　of　Eastern　Afghanistan．　IQ　9，　12－

　　　　　　24．

Bosworth，　C．　E．　（1994）　The　History　of　the　Saffarids　of　Sistan　and　the　Maliks　of　Nimruz．　ColuTn－

　　　　　　bia　Lectures　on　lranian　Studies　8，　Costa　Mesa，　California　＆　New　York．

Cunningham，　A．（1979）The　4ncient　Geogrmphy（ゾlndia．（rep　ed）．　Delhi．

Foucher，　A．　（1947）　La　Vieille　Route　de　17nde　de　Bactres　d　Taxila　II．　MDAFA　1，　Paris．

Fussman，　G．　（1974）　Ruines　de　la　Va16e　de　Wardak．　Arts　Asiatiques　30，　65　一　130．

Gold，　M．（tr）（1976）The　7鹿勲陪。　S歪s‘伽．　Rome．

IJabibi，　‘A．　itl．　（1985）　Tdinffkh－z’　Afghdnistdin　ba‘d　ag　lsldm．　Tehran．

Harmatta，　」．　（1969）　Late　Bactrian　lnscriptions．　ActOff　17，　297　一　432．

Harmatta，　」．　（1996）　Tokharistan　and　Gandhara　under　Westem　Tttrk　rule　（65e－750）．　ln　：　Mtvi－

　　　　　　nsky，　B．　A．，　Zhang　Guang－da＆R．　Sh．　Samghabadi（e（is）History　of　Civilinations（ゾCen－

　　　　　　tratノ窪sia　I玉王．　】Paris，367－383．

Humbach，　H．　（1966）　Bactrische　Sprachdenlemdler　1．　Wiesbaden．

Humbach，　H．　（1967）　Two　lnscriptions　in　Greaco－Bactrian　Cursive　Script　from　Afghanistan．

　　　　　　E；V　17　（1－2），　25－26．

Humbach，　H．　（1996）　Pangul，　a　Turco－Bactrian　Ruler．　Bulletin　of　the　Asia　lnstitute　le，　247一



96 稲　葉 穣

　　　　　　251．

稲葉穣（1991）七一八世紀ザーブリスターンの三人の王『縢南アジア研究』35，　39　一　60．

jalali，　Ghulam　JIIani　（1973）　Ghazna　tva　Ghaanaviptn．　Kabul．

Julien，　S．　（1853）　ffistoire　de　la　Vie　de　ffiouen－Thsang．　Paris．

桑山正進（1972）大理石ヒンドゥー像はヒンドゥー蓋朝のものか『東方学報』京都，40，1－54．

桑山正進（1985）バーミヤーン大仏成立にかかわるふたつの道『棄方学報』京都，57，109　一　209．

桑山正進（199G）『カービシー一一：ガンダーラ史研究』京都大学人文科学研究所．

桑山正進（1992）ガネーシャ神像碑銘にみえるカーブル突豚薫の編年晒繭アジア研究』35，22　一　38．

Kuwayama，　Sh．　（1999）　1－listorical　Notes　on　Kapigi　and　Kabul　in　the　SixtfuEighth　Centuries．

　　　　　　Zinbun　34　（1　），　25　一　77．

Marquart，　」．　（1901）　Erdns“’ahr　nach　der　Geographie　des　Ps．　Moses　Xorenac’i．　Berlin．

Minorsky，　V．　（1940）　The　Turkish　Dialect　of　the　Khaiaj．　BSOS　10　（　2　），　4i7　一　437．

Minersky，　V．　（tr）　（1982）　Hudad　al－tt　lam：　The　Regions　of　the　World　（　2　nd　ed）．　Cambridge．

水谷轟成（訳注）（1971）『大唐西域詑」（中国古典文学大系22）平凡社．

Petech，　L．　（1964）　Note　su　KapiSi　e　Zabul．　Rivista　degli　Studi　Orientali　39　（　4　），　287　一　294．

Rehman，　A．　（1979）　The　Last　Two　Dynasties　of　Sdhis．　lslamabad．

Scarcia，　G．　（1965）　Sulla　religione　di　Zabul．　Annali　dell’Jstituto　Orientale　di　NaPoli　16，　119－165．

Scerrate，　U．　（1967）　A　Note　on　Some　Pre－Muslim　Antiquities　of　GagatU．　EW　17　（1－2），　ll－

　　　　　　24．

Siins－WiHiams，　N．　（1997）　New　Light　on　Ancient　Afghanistan．　SOAS．

Sims－Williams，　N．　（20eO）　Bactn’an　Documents　from　IVorthern　Afghanistan　1．　Oxford．

Sims－Williams，　N．　（2002）　Ancient　Afghanistan　and　its　lnvaders：　Linguistic　Evidence　from

　　　　　　the　Bactrian　Documents　and　lnscriptions．　lndo－lranian　Languages　and　1？eoPtes．　Ox－

　　　　　　ford，　225　一　242．

Taddei，　M．　＆　G．　Verardi　（1984）　The　ltalian　Archaeological　Mission　in　Afghanistan　：　Brief　Ac－

　　　　　　count　of　Excavation　and　Study．　Studi　di　ston’a　dell’arte　in　memort’a　di　Mart’o　Rotili．

　　　　　　Napoli，　41　一　7G

Verardi，　G．　（1977）　Report　on　a　Visit　to　Some　Rock－cut　Monasteries　in　the　Province　of　Ghazni．

　　　　　　EW　27　（1－2），　3－24．

Vigne，　G．　T．（1986）APersonal　Narrative（ゾαVisit　to　Ghuzni，　Kαbul　and　Afghanistan．（rep　ed）．

　　　　　　Delhi．

Watters，　T．　（1973）　On　Yuan　Chtuang’s　Travels　in　lndia．　（rep　ed）．　Deihi．

Wilson，難．】ヨ．（184王）A　riana　Antiquα：A」〔）θsc吻‘勿θAccount（，f　the　Anti（luities　and　Coins（｝f　Af－

　　　　　　ghanistan．　London．

（京都大学人文科学研究所）


